
処理対象量の見直しについて（平成２８年７月） 

 

 

 

○ 平成２６年度末の見直しでは、体積は約６２万７千㎥、重量は約９０万７千トンでし

た。 

○ 平成２７年度末の推計では、公害等調整委員会が想定していた廃棄物等の底面よりも

浅い部分が多かったこと等から、処理対象量は、体積が１万㎥、重量は３千トン程度減

少し、約９０万４千トンの見込みとなりました。 
 

【今回の推計結果】（平成２８年３月末現在） 

※括弧内の数字は、平成２７年３月末現在の推計である。 

 

 

 
○ なお、現段階で機械的に試算すると、これまでと変わらず、平成２９年３月に廃棄物

等の処理が完了する見込みです。 

上記推計と別に平成２６年度と２７年度に行った試掘調査結果等を基にした推計も参考

までに行ったところ、処理対象量は平成２６年度末時点から約１万トン少ない約８９万

７千トンとなり、処理完了時期は、平成２９年１月頃になると試算されるとの推計結果

となっています。 

※今回の調査結果による処理対象量等については、現段階での推計であり、掘削が  

完了しないと量は確定しないため、今後増減する可能性があります。 

 

 

 

○ 県では、今後、次のとおり対応します。 

①実際の掘削において試掘データの精度の検証を行うとともに、今年秋頃までには廃棄 

物等の掘削を終えて体積ベースの処理量を確定させるなど、きめ細かな進行管理を行っ 

てまいります。 

②今後とも豊島廃棄物等管理委員会の指導・助言を得ながら処理に努めます。 

項  目 体積(千㎥) 重量(千トン) 密度(トン/㎥) 

処理対象量 ６１７（６２７） ９０４（９０７） － 

廃 棄 物 等 ５９６（６０３） ８６６（８６６） － 

 処 理 済 量   ５５６   ８０４ １．４５（１．４３） 

残  存  量   ４０   ６２ １．５６（１．４８） 

直下汚染土壌 ２１（２４） ３８（４１） － 

 処 理 済 量 ５ ９ 
１．８１（１．７７） 

残  存  量 １６ ２９ 

１．豊島廃棄物等の処理対象量の推計結果 

 

２．処理期間 

 

３．今後の対応 

 

 


